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ー
人
と
人
と
が
理
解
し
、
尊
敬
し
合
う
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
再
確
認

　
遠
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
あ
い
の
中
、
澄
み
き
っ
た
湖
を
抱
く
よ
う
に
広
が
る

美
し
い
ま
ち
、
コ
モ
市
。
こ
の
ま
ち
と
の
心
温
ま
る
交
流
が
始
ま
っ
て
か
ら
2
0

年
の
歳
月
が
流
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
同
じ
絹
織
物
を
最
大
の
地
場
産
業
と
し
、
似
た
よ
う
な
気
候
の
二
つ
の
市
は
、

か
つ
て
互
い
に
そ
の
存
在
す
ら
知
る
こ
と
の
な
い
、
東
洋
と
西
洋
の
小
都
市
で

し
た
。

　
心
豊
か
な
市
民
が
、
事
業
の
必
要
性
か
ら
、
あ
る
い
は
見
聞
を
広
め
る
意
欲

か
ら
、
偶
然
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
都
市
を
訪
れ
、
そ
こ
の
市
民
と
語
り
、
人
と
ま

ち
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
動
を
覚
え
た
と
き
交
流
の
芽
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
あ
れ

か
ら
2
0
年
、
市
民
も
行
政
も
一
体
と
な
っ
て
、
交
流
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
私
た
ち
の
子
や
孫
に
、
肌
の
色
や
言
語
が
異
な
っ
て

も
、
人
問
が
理
解
し
尊
敬
し
合
う
こ
と
が
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
を
伝

え
る
た
め
の
努
力
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
月
の
特
集
は
、
2
0
年
前
の
2
月
2
7
日
に
両
市
が
「
姉
妹
都
市
盟
約
書
」
に

調
印
し
て
以
来
、
ど
の
よ
う
な
交
流
が
行
わ
れ
て
き
た
か
を
振
り
返
り
ま
す
。湿

　
　
昭
和
翻
集
が
ら
翻
年

　
4
8
年
9
月
、
十
日
町
市
の
絹
織
物
親

善
使
節
団
（
石
坂
正
隆
団
長
以
下
1
9
人
）

が
コ
モ
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

十
日
町
の
き
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
国

際
的
に
高
め
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
の

民
間
使
節
団
で
し
た
。
こ
の
訪
問
が
、

2
年
後
に
十
日
町
市
と
コ
モ
市
を
結
び

付
け
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
4
9
年
2
月
に
は
、
十
日
町
雪
ま
つ

り
に
コ
モ
市
使
節
団
（
ア
テ
リ
オ
・
ア

レ
グ
リ
ー
夫
妻
を
は
じ
め
と
す
る
一
行

12

人
）
が
来
市
し
ま
し
た
。

　
絹
織
物
の
生
産
地
で
あ
る
と
い
う
共

通
点
か
ら
、
文
化
、
産
業
、
経
済
の
交

流
と
と
も
に
相
互
理
解
を
通
し
て
友
好
、

親
善
、
国
際
平
和
へ
の
貢
献
を
し
た
い

と
い
う
目
的
で
、
同
年
2
月
に
織
物
工

業
協
同
組
合
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
各

種
団
体
か
ら
コ
モ
市
と
の
姉
妹
都
市
提

携
の
請
願
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
十
日
町

市
議
会
で
は
、
同
年
5
月
1
3
日
に
こ
の

請
願
を
採
択
。
9
月
1
7
日
に
は
、
全
会

一
致
で
姉
妹
都
市
提
携
を
議
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
コ
モ
市
議
会
で
も
n
月
2
2

日
に
全
会
一
致
で
十
日
町
市
と
の
姉
妹

都
市
提
携
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
正
式
調
印
に
至
る
ま
で
に
、
こ
ん
な

物
語
が
あ
っ
た
の
で
す
。

～
昭
和
昏
紐
集
2
月
卿
日
の
二
と
で
し
距
～

十
日
町
市
と
コ
モ
市
が
姉
妹
都
市
と

な
る
こ
と
を
、
地
元
の
新
聞
で
知
っ
た

当
時
9
歳
の
少
女
ラ
ウ
ラ
・
ク
レ
リ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
て

さ
ん
か
ら
、
春
日
元
市
長
宛
に
、
十
日

町
市
の
同
年
代
の
子
供
た
ち
と
文
通
を

し
た
い
と
い
う
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

　
5
0
年
2
月
2
6
日
、
春
日
元
市
長
を
団

長
と
す
る
親
善
使
節
団
2
8
人
が
コ
モ
市

を
訪
問
し
、
姉
妹
都
市
盟
約
書
に
調
印

（
2
月
2
7
日
）
し
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、

両
市
の
正
式
な
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ラウラ・クレリチさんからの手紙　　　　　’難　　鰯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝋澱　　　嚇

　敬愛申し上げる　　’　蝶　、灘鰍欝．
　　　　春日由三十日町融1馨麟灘　．＿灘懸磯

私翻謬轍蕪麗灘嬢灘灘
2月27日に＋日町とコモの姉妹都市鞭蕪懸獺瑳

調印が行われるという記事を読みました。

　私は、できれぱあなたの市を訪問し、今までに本で読んだ

日本についての色々なすばらしいことを実際にこの目で見た

り、私と同じ年齢の少女たちに会って、日本の子供たちの遊

びや習慣について習いたいという強い望みを抱いております。

けれど、残念ながら、この望みを実行に移すことは不可能で

す。それで￥あなたの市の絵パがキか本を送ってくだされば

うれしいです。特に日本の子供たちの遊びについて書いてあ

る本をお送りくださるよう心から望んでいます。想像力を働

かせながら．絵パがキを見たり￥本を読んだりすれぱ￥あな

たの市に行くことと同じことになるでしよう。

　また、ペンパルとして、私と同い年の何入かの子供たちの

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眺
吻

9
ア
と
い
あ
々
の
習
ら
た
に
さ
が
と
と
さ
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ル
だ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
謝
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
く
ン
え
感
8

コ
ロ
に
わ
で
い
同
に
残
で
で
送
ら
行
ぺ
教
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ら
2

は
「
2
7
が
は
に
私
習
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そ
の
後
、
ラ
ウ
ラ
さ
ん
は
当
時
市
内

三
和
町
に
住
む
旧
姓
木
内
聡
子
さ
ん

（
現
在
H
川
崎
市
在
住
の
持
田
さ
ん
）

と
い
う
ペ
ン
パ
ル
を
得
て
、
文
通
を
始

め
ま
し
た
。
二
人
の
手
紙
を
通
し
た
交

流
は
、
コ
モ
市
と
十
日
町
市
を
結
び
付

け
る
象
徴
的
な
存
在
と
し
て
長
い
間
続

き
ま
し
た
。
こ
ん
な
縁
か
ら
、
昨
年
1
1

月
3
日
の
市
制
施
行
4
0
周
年
記
念
式
典

に
は
、
ラ
ウ
ラ
さ
ん
が
婚
約
者
の
デ
ィ

ー
ノ
さ
ん
と
と
も
に
出
席
し
ま
し
た
。

＄
昭
和
闘
薙
が
愚
驕
集
～

52

年
2
月
に
、
桑
原
茂
喜
十
日
町
織

物
工
業
協
同
組
合
流
通
宣
伝
委
員
長
を

団
長
と
す
る
親
善
使
節
団
3
3
人
が
コ
モ

市
を
訪
問
。
十
日
町
市
長
か
ら
コ
モ
市

長
へ
宛
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
朗
読
や

コ
モ
輸
出
協
会
代
表
者
、
商
工
会
議
所
、

企
業
組
合
代
表
者
な
ど
と
話
し
合
い
を

行
い
、
民
間
と
し
て
の
親
善
を
行
い
ま

し
た
。ま

た
、
53
年
1
1
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア

政
府
派
遣
の
音
楽
家
に
よ
る
バ
イ
オ
リ

ン
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
イ

タ
リ
ア
音
楽
の
夕
べ
」
（
マ
ル
コ
レ
ン
ツ

ィ
氏
と
マ
リ
オ
カ
ポ
ラ
ロ
ー
二
氏
の
演

奏
）
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
民
間
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
人
と
文
化
の
交
流
が

積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
提
携
5
周
年
◇

姉
妹
都
市
提
携
5
周
年
を
迎
え
た
5
5

年
4
月
、
天
使
幼
稚
園
長
の
ラ
イ
モ
ン

ド
・
カ
メ
リ
ー
二
さ
ん
が
イ
タ
リ
ア
に

一
時
帰
国
す
る
際
、
諸
里
元
市
長
が
ス

パ
リ
ー
ノ
コ
モ
元
市
長
宛
に
「
両
市
の

文
化
・
経
済
・
産
業
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
念
願
す
る
」
と
い
う
旨
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
依
頼
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
ス
パ
リ
ー
ノ
元
市
長

は
、
ラ
イ
モ
ン
ド
・
カ
メ
リ
ー
二
さ
ん

が
帰
国
す
る
際
、
諸
里
元
市
長
宛
に
「
お

互
い
に
両
市
を
訪
問
す
る
こ
と
を
強
く

希
望
し
て
い
る
」
と
い
う
旨
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　　　　　コモ市ってどんなまち

　イタリアコモ市は、ミラノの北万約50㎞にあるまちです。アル

プスの雪どけ水を集めた湖群が存在することから湖水地万とも呼

ぱれています。いくつもある湖の中で最も変化に富み、深さでイ

タリアぬ1のコモ湖は．その中のまさに主役です。ちょうど「人」

の字型をして中央から二手に分かれた左部分￥その最南端に位置

し￥湖の中心都市として栄えています。

　コモ市の歴史は古く、有史以前に既に人が住んでいたと伝えら

れています。ローマ人がコモに先進文明をもたらしたのも紀元前

196年という遠い昔です。

　絹産業の歴史も古く、15世紀ごろから発展しはじめ、18世紀の

オーストリアによる支配期に大きく発展し、今日の墓礎が築かれ

たとされています。コモ市の生み出すネクタイやスカーフ、洋服

地など絹製品は、ヨーロッパファッションに確固たる地位を占め

ています。イ’9リアの絹タイブ製品のほとんどがコモ市で生産さ

れ、その多くが輸出されています。

　コモ市の気候は非常に温和であり、コモ湖では北から南へ走る

標高2，600mから600mまでの山々に囲まれているおかげで、寒い

北風がさえぎられ、湖水が温度調節機能を果たすため、南欧的な

陽光が生かされています。この温和な気候の中で、アルブス的な

ものと南欧的なものとが絶妙に調和しているところにコモ市の魅

力があります。コモ湖は全長46㎞、幅が4．3㎞、最短650mですが、

「人」の字型をしているので、一周すると180㎞もあります。18世

紀ごろからミラノの富豪が好んで遊んだコモ湖畔には、現在も著

名人の別荘が多くあります。

　明治42年にコモ地万を訪れた高村光太郎は「雪の溶ける春…花

の咲く春…そして涼しい風のふく夏…快活な若い旅人のよろこぶ

夏」という詩文を残しています。特にコモ湖畔の春から夏はすば

らしく、遠くに臨むアルプスの万年雪の白い輝き、どこまでも澄

みわたった青い空、生き生きとした緑の山や丘、立ち並ぶ民家や

別荘の明るい色、点在する庭園や遊園に咲く赤やピンクの花、時

には金色に輝く青緑の水面、これらの自然と伝統的産業の絹織物

がうまくバランスしたすばらしい都市がコモ市です。コモ市の人

ロは約8万人です。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
1
0
月
2
3
日
に
は
諸

里
元
市
長
を
団
長
と
す
る
公
式
親
善
使

節
団
1
9
人
が
コ
モ
市
を
訪
問
し
、
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
、
各
種
展
示
会
、
公
式
会
見

な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。
コ
モ
市
の
大

歓
迎
を
受
け
る
中
、
ス
パ
リ
ー
ノ
元
市

長
か
ら
「
若
者
の
交
流
を
始
め
た
ら
ど

う
か
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
姉
妹
都

市
提
携
5
周
年
に
あ
た
り
新
た
な
交
流

の
ス
タ
ー
ト
の
き
っ
か
け
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

56

年
5
月
、
ス
パ
リ
ー
ノ
元
市
長
を

団
長
と
す
る
公
式
使
節
団
2
0
人
が
初
め

て
十
日
町
市
を
訪
れ
、
成
人
式
や
き
も

の
ま
つ
り
、
工
場
見
学
な
ど
、
各
所
で

市
民
と
温
か
い
交
流
を
持
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
9
日
夜
に
は
今
井
久
仁
恵
リ
サ

イ
タ
ル
「
日
本
と
イ
タ
リ
ア
を
歌
う
」

が
開
催
。
n
日
に
は
コ
モ
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
と
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
姉
妹
ロ
ー
タ
リ
i
提
携
調
印
式
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
文
化
面
や
民
間
サ
イ
ド

の
交
流
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
モ
市
青
少
年
交
流
を

　
　
　
考
え
る
会
を
発
足

57

年
4
月
に
は
、
十
日
町
市
で
「
コ

モ
市
青
少
年
交
流
を
考
え
る
会
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
8
月

3　と’お．ガ詐コr平成7年2月10日



に
は
根
津
勝
さ
ん
を
団
長
と
す
る
青
少

年
親
善
使
節
団
6
人
が
初
め
て
コ
モ
市

を
訪
問
。
公
式
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
で

コ
モ
市
の
若
者
た
ち
と
交
流
し
、
親
善

を
深
め
ま
し
た
。
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ま
た
、
n
月
に
は
、
コ
モ
市
の
青
年

マ
ル
コ
・
サ
ン
ピ
エ
ト
ロ
さ
ん
が
十
日

町
市
を
訪
問
。
マ
ル
コ
さ
ん
は
、
根
津

勝
さ
ん
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
市
内

の
若
者
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。
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5
8
年
8
月
に
は
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
ア

ノ
ー
二
さ
ん
を
団
長
と
す
る
青
少
年
親

善
使
節
団
6
人
が
十
日
町
市
を
訪
問
。

市
内
の
高
校
生
や
若
者
た
ち
と
交
流
を

深
め
、
夏
ま
つ
り
に
浴
衣
姿
で
参
加
す

る
な
ど
、
一
般
市
民
と
も
に
ぎ
や
か
に

交
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
5
9
年
の
9
月

に
は
、
柳
幸
一
さ
ん
を
団
長
と
す
る
青

少
年
親
善
使
節
団
5
人
が
コ
モ
市
を
訪

問
し
、
多
く
の
若
者
と
楽
し
く
温
か
い

交
流
を
し
ま
し
た
。
こ
の
期
間
は
、
相

互
に
青
少
年
親
善
使
節
団
が
行
き
交

い
、
若
者
の
交
流
の
輪
が
大
き
く
広
が

っ
た
期
間
で
す
．

◇
提
携
10
周
年
◇

　
1
0
周
年
を
記
念
し
て
6
0
年
に
は
、
ク

ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ビ
ア
ン
キ
市
評
議
員
（
市

長
代
理
）
を
団
長
と
す
る
コ
モ
親
善
使

節
団
1
1
人
が
来
市
。
コ
モ
通
り
（
高
田

町
1
）
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
イ
タ
リ
ア

ン
フ
ェ
ア
・
記
念
式
典
に
参
加
す
る
な

ど
、
友
好
・
親
善
・
国
際
平
和
へ
の
貢

献
に
向
け
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
が
切
ら

れ
ま
し
た
。

10周年記念　あじさい公園で植樹

よ
り
深
い
交
流
を
目
指
し

　
　
　
　
　
四
つ
の
確
認

　
姉
妹
都
市
提
携
1
0
周
年
を
記
念
し
て

61

年
9
月
に
は
、
丸
山
尚
政
前
市
長
を

団
長
と
す
る
公
式
親
善
使
節
団
1
4
人

と
、
小
林
佳
祐
さ
ん
を
団
長
と
す
る
青

少
年
親
善
使
節
団
6
人
が
コ
モ
市
を
訪

問
し
、
各
種
公
式
行
事
に
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
短
い
滞
在
日
程
の
中
、
丸

山
前
市
長
と
セ
ル
ジ
オ
・
シ
モ
ー
ネ
前

市
長
は
2
回
の
会
談
を
行
い
、
よ
り
一

層
の
交
流
親
善
を
図
る
た
め
、
①
小
・

中
学
生
の
文
化
交
流
を
深
め
る
た
め
、

図
画
作
品
、
ア
ル
バ
ム
の
交
換
を
行
う
。

②
両
市
の
物
産
館
（
十
日
町
市
は
ク
ロ

ス
ー
0
）
に
姉
妹
都
市
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

経
済
交
流
を
深
め
る
。
③
国
立
絹
織
物

専
門
学
校
に
、
コ
モ
市
の
経
費
負
担
で

十
日
町
市
か
ら
の
留
学
生
を
受
け
入
れ

る
。
④
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
の
交
流
を
行
う
。
と
い
う
四
つ

の
事
項
を
提
案
し
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

　
6
2
年
に
は
、
1
0
周
年
を
記
念
し
て
確

認
さ
れ
た
四
つ
の
事
項
の
う
ち
、
コ
モ

市
に
あ
る
国
立
絹
織
物
専
門
学
校
へ
の

留
学
が
実
現
し
ま
し
た
。
留
学
生
は
、

吉
沢
武
彦
さ
ん
と
柳
好
恵
さ
ん
で
、
二

人
は
62
年
9
月
か
ら
6
3
年
6
月
ま
で
の

約
1
年
間
に
わ
た
っ
て
留
学
し
、
デ
ザ

イ
ン
を
中
心
に
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

◇
提
携
1
5
周
年
◇

　
そ
し
て
1
5
周
年
を
迎
え
た
平
成
2
年

10

月
に
は
、
池
田
耕
平
前
収
入
役
を
団

長
と
す
る
公
式
親
善
使
節
団
と
笠
原
実

さ
ん
を
団
長
と
す
る
青
少
年
親
善
使
節

団
の
併
せ
て
2
3
人
が
コ
モ
市
を
訪
問
し

ま
し
た
。
こ
の
訪
問
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
交
流
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
こ
と
が

最
大
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
日
程
二
日
目

に
座
談
会
を
開
催
し
、
各
方
面
の
人
た

ち
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

座
談
会
の
中
、
人
的
交
流
は
言
語
や
高

額
な
旅
費
が
大
き
な
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
。
行
政
レ
ベ
ル
で
の
交
流
は
、
文

化
、
産
業
、
経
済
と
い
う
面
か
ら
の
交

流
に
乏
し
く
、
ま
た
そ
れ
ら
の
進
展
に

つ
い
て
も
限
界
が
あ
る
。
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
は

交
流
に
関
す
る
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
団

体
・
協
会
）
を
設
立
し
、
民
間
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
交
流
の
推
進
が
必
要
で
あ
る

と
さ
れ
ま
し
た
。

コモ市の青年たちと心一つに大合唱（青少年親善使節団）
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3
年
9
月
、
提
携
1
5
周
年
を
記
念
し

た
親
善
使
節
団
の
報
告
を
受
け
、
コ
モ

市
と
の
姉
妹
都
市
関
係
を
よ
り
充
実
・

発
展
さ
せ
る
た
め
、
市
民
に
よ
る
十
日

町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
協
会
で
は
、
両
市
の
交
流

の
最
大
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
今
後
の
在

り
方
」
を
探
る
た
め
、
ま
た
経
済
・
産

業
・
青
少
年
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
姉
妹
都
市
関
係
が
よ
り
一

層
発
展
す
る
た
め
、
各
種
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　　　　　　鞭纏難

難
　羅鱒

蝋鎌轍蝋

一 鞭

．
馨

蕪
懸
蕪

　
　
協
会
が
行
う
事
業

ロ
繍
妹
都
市
提
携
理
解
・
普
及
篠
業

①
会
員
増
強
事
業
②
コ
モ
霜
戴
繋

派
遣
事
薬
③
罰
モ
帝
情
報
灘
ー
曇

－
設
置
事
業
（
寮
役
所
ロ
建
ー
）

雛
市
民
・
各
種
団
体
の
交
流
欝
業

①
％
周
年
禦
禦
斑
業
化
使
箭
篠
麟
』
訪

闇
撫
費
積
嚢
罐
業
　
②
交
流
墓
釜
設

叢
事
業
　
③
絵
薗
交
換
灘
潔
鍵
ー
ル

推
進
嚢
業

口
交
流
の
蜘
識
鷺
蘭
雛
蓬
教
驚
叢
業

より幅広い交流を行う目的で、平成3年に発会した十日町・

コモ姉妹都市交流協会・活発な活動が展開されています。

①
イ
タ
リ
ア
語
教
脊
研
修
事
業
②

食
習
娯
知
識
廟
圭
事
業

ロ
広
報
・
驚
の
弛
事
業

①
情
報
誌
発
行
（
隼
4
圃
）
　
②
イ

．

織
ン
ド
驚
の
会
貫
募
集
と
P
R
活
動
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燃
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．
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わ
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夢
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讐
．
喜
あ

20

周
年
を
契
機
に

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ず
な

　
　
よ
り
深
い
絆
を
築
こ
う

　
民
間
の
使
節
団
が
引
き
金
と
な
っ
て

で
き
た
姉
妹
都
市
。
振
り
返
っ
て
見
る

と
5
年
置
き
に
大
き
な
変
化
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。
言
語
の
違
い
や
あ
ま
り

に
も
遠
隔
に
あ
る
た
め
の
問
題
点
も
あ

り
ま
す
が
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
築
き

上
げ
て
き
た
2
0
年
の
絆
は
、
両
市
に
と

っ
て
す
ば
ら
し
い
財
産
で
す
。
2
0
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
契
機
に
、
両

市
民
が
理
解
し
合
い
、
尊
敬
し
合
い
な

が
ら
有
意
義
な
交
流
を
す
る
こ
と
の
す

ば
ら
し
さ
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

・
フ
。

一スコ

ゑ勢
協郵

20

周
年
記
念
で

コ
モ
市
派
遣
団
員
を
募
集

　
十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
で
は
、
提
携
2
0
周
年
を
一
記
念

し
て
、
今
年
1
0
月
に
コ
モ
市
に
派
遣
団
を
送
る
計
画
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
コ
モ
市
を
訪
問
し
、
友
好
を
深
め
る
お
手
伝
い
を
し

た
い
と
い
う
人
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定予◎■
コ
ー
ス
　
参
加
者
の
少
な
い
コ
ー
ス

　
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

　
日
、
希
望
す
る
コ
ー
ス
を
明
記
し
、

　
希
望
す
る
コ
ー
ス
の
予
約
金
を
添
え

鰯演
　鐵　　案
嚢遜灘蓬塑璃一蒸

　　　母　　薬
麟鞭麩嬢鰭蓼製罪桑群禰一ス

　　⑤　　案
繭一霞饗燕周遊；ヨース

膨鍵
働
成田空港一JAL419便→
ミラノ　　　　《ミラノ泊》

成田空港一JAL419便→
ミラノ　　　　《ミラノ泊》

成田空港一JAL419便→
ミラノよりコモヘ《コモ泊》

穏鶏
㈱
ミラノ観光後、コモにて歓

迎レセプション《コモ泊》

ミラノ観光後、コモにて歓

迎レtzプション《コモ泊》

コモ市内観光後、歓迎レセ

プション　　　《コモ泊》

灘4
㈱
コモにて自由行動

　　　　　　　《コモ泊》

コモにて自由行動

　　　　　　　《コモ泊》

コモよりフィレンツェヘ、
着後、市内観光
　　　《フィレンツェ泊》

樋漏
㈱
OP＝マッジョーレ湖観光

OP＝コモ湖観光　《コモ泊》

OPニマッジョーレ湖観光

OPニコモ湖観光　《コモ泊》

フィレンツェよりローマヘ、

着後、ローマ市内観光
　　　　　　《ローマ泊》

総鵜
纈
コモにて自由行動

　　　　　　　《コモ泊》

コモよりフィレンツェヘ、
着後、フィレンツェ観光
　　　《フィレンツェ泊》

ローマにて自由行動

　　　　　　《ローマ泊》

総惣
㈱
ミラノーJAL410便→
　　　　　　　《機中泊》

フィレンツェよりローマヘ、

着後、ローマ市内観光
　　　　　　《ローマ泊》

ローマより空路パリヘ、着
後、パリ市内観光
　　　　　　　《パリ泊》

灘呂
㈱
一一→成田空港

ローマにて自由行動

　　　　　　《ローマ泊》

パリにて自由行動

　　　　　　　《パリ泊》

膨慧
㈱

出発までローマにて自由行
動、ローマーJAL410便→
　　　　　　　《機中泊》

ドーバートンネルを抜けて
ロンドンヘ、着後、ロンド
ン観光　　《ロンドン泊》

麹翻
㈱

一一→成田空港
出発までロンドンにて自由

行動、ロンドンーJAL402
便→　　　　　《機中泊》

掬翔
㈱

一一→成田空港

鰭駿鶏 250，000円 320，000円 370，000円

欝約霊 30，000円 40，000円 50，000円

　
て
、
十
日
町
商
工
会
議
所
（
本
町
3
・

　
智
5
7
1
5
1
1
1
）
へ
。

■
そ
の
他
　
参
加
者
が
決
定
次
第
、
料

　
理
や
イ
タ
リ
ア
語
な
ど
の
勉
強
会
を

開
催
し
ま
す
．
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1
月
1
7
日
㈹
早
朝
に
発
生
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震
は
、
神
戸
市
を
中
心

と
す
る
阪
神
地
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
死
者
は
、
5
千

人
を
超
え
、
震
災
後
3
週
問
以
上
経
過
し
た
現
在
も
、
2
0
万
人
を
超
え
る

人
た
ち
が
不
自
由
な
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
戦
後
最
大
の
震
災
と
な
っ
た
阪
神
地
域
に
対
し
、
市
内
で
も
各
種
団
体

や
市
民
個
人
が
、
発
生
以
来
多
く
の
救
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
ま
で
に
行
な
わ
れ
た
救
援
活
動
と
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る

活
動
を
ま
と
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
の
対
応
（
2
月
珈
如
）

■
全
国
市
長
会
を
通
し
て
、
市
の
一
般

会
計
か
ら
3
0
万
円
を
救
援
金
と
し
て

送
り
ま
す
．

■
1
月
1
8
日
㈱
　
被
災
者
に
対
す
る
緊

急
献
血
を
行
い
、
職
員
及
び
来
庁
者

　
2
4
人
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
1
月
1
9
日
㈱
　
市
長
及
び
日
赤
十
日

町
市
地
区
長
の
連
名
に
よ
る
市
内
全

世
帯
対
象
の
救
援
募
金
依
頼
を
、
市

政
事
務
嘱
託
員
さ
ん
を
通
し
て
行
い

　
ま
し
た
。
含
月
6
日
現
在
で
1
1
、

　
3
1
1
、
5
4
3
円
の
ご
協
力
を
い

　
た
だ
い
て
い
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
1
月
20
日
㈹
　
市
役
所
正
面
玄
関
に

救
援
募
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。
（
こ

　
の
募
金
箱
は
、
当
分
の
間
設
置
し
ま

す
）

■
1
月
2
0
日
㈹
　
市
の
職
員
全
員
（
職

市役所正面玄関に設置された募金箱

員
互
助
会
）
に
募
金
を
依
頼
し
ま
し

た
。
（
総
額
7
1
4
、
4
3
8
円
の
協

力
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
）
こ
の
募

金
は
兵
庫
県
市
長
会
を
通
し
て
被
災

地
に
送
る
予
定
で
す
。

一
1
月
2
0
日
㈹
　
新
潟
県
市
長
会
が
2

　
0
0
万
円
を
救
援
金
と
し
て
兵
庫
県

市
長
会
に
送
る
決
定
を
し
ま
し
た
。

■
1
月
2
3
日
㈲
　
市
議
会
が
日
赤
を
通

し
て
2
0
万
円
の
救
援
金
を
送
る
こ
と

　
を
決
定
し
ま
し
た
。

■
1
月
2
3
日
㈲
　
国
か
ら
県
の
下
水
道

課
長
を
通
し
て
、
市
に
被
災
地
へ
の

派
遣
可
能
職
員
及
び
資
器
材
の
照
会

が
あ
り
ま
し
た
。
市
で
は
要
請
が
あ

り
次
第
協
力
す
る
予
定
で
す
。

■
緊
急
輸
送
車
両
確
認
証
明
書
及
び
緊

急
ス
テ
ッ
カ
ー
の
発
行
…
災
害
対
策

基
本
法
施
行
令
第
3
3
条
に
よ
り
交
付

さ
れ
る
証
明
書
及
び
緊
急
ス
テ
ッ
カ

i
（
通
行
を
禁
止
ま
た
は
制
限
さ
れ

ー
て
い
る
区
間
を
通
行
す
る
た
め
の
も

　
の
）
に
つ
い
て
は
、
緊
急
物
資
を
輸

送
す
る
車
両
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に

新
潟
県
公
安
委
貝
会
か
ら
発
行
さ
れ

ま
す
。
十
日
町
警
察
署
交
通
課
（
智

　
52
1
0
1
1
0
）
に
申
請
書
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
請
し
交
付
を
受
け
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
災
害
派
遣
等
従
事
自
動
車
証
明
書
の

発
行
…
市
長
が
緊
急
物
資
を
輸
送
す

　
る
車
両
と
認
め
た
場
合
に
発
行
す
る

証
明
書
（
日
本
道
路
公
団
が
管
理
す

　
る
高
速
道
路
等
の
通
行
料
金
が
免
除

　
さ
れ
ま
す
）
で
す
。
市
役
所
総
務
課
総

務
管
理
係
に
申
請
書
が
あ
り
ま
す
の

　
で
申
請
し
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

市
民
・
企
業
な
ど
か
ら
の

　
　
　
救
援
金
受
付
状
況

兵
庫
県
南
部
地
震
の
被
災
者
に
対
す

る
救
援
金
（
現
金
に
限
る
）
は
、
日
赤

十
日
町
市
地
区
事
務
局
（
十
日
町
市
社

会
福
祉
協
議
会
内
）
で
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
2
月
6
日
現
在
、
市
民
個
人
や
企
業
、

各
種
団
体
、
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
な
ど
か
ら
総
額
7
、
6
5
4
、
2
9

7
円
の
救
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
「
十
日
町
福
祉
」
に
掲
載
）

　
寄
せ
ら
れ
た
救
援
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
し
て
、
被
災
地
に
送
ら
れ
ま

す
。
（
既
に
、
1
月
3
0
日
現
在
で
約
4
0

0
万
円
の
救
援
金
が
送
ら
れ
ま
し
た
）

被
災
者
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　
　
　
受
け
入
れ
者
募
集

　
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課
で
は
、

兵
庫
県
の
要
請
を
受
け
、
被
災
者
を
対

象
と
し
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
住
所
・
電
話
番
号
・
受

入
れ
可
能
人
数
（
部
屋
の
広
さ
）
、
衣
服

等
の
貸
付
け
、
食
事
の
可
否
、
性
別
制

限
等
を
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
　
新
潟
県
総
務
部
消
防
防

．
災
課
（
盈
晒
ー
獅
1
5
5
1
1
内
線

　
2
2
5
2
）
ま
た
は
市
役
所
総
務
課

　
総
務
管
理
係
へ
．

1
千
食
の
う
ど
ん

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
新
治

　
1
月
2
2
日
㈲
午
後
9
時
大
熊
理
事
長
は

じ
め
4
人
で
、
兵
庫
県
に
向
け
商
工
会
議

所
を
出
発
し
ま
し
た
。
午
後
6
時
出
発
の

予
定
で
し
た
が
、
受
け
入
れ
体
勢
が
取
れ

な
く
て
、
約
3
時
間
会
議
所
で
待
機
し
た

後
の
出
発
で
し
た
。
ワ
ゴ
ン
車
と
2
ト
ン

の
ト
ラ
ッ
ク
に
う
ど
ん
ー
、
0
0
0
食
、
調

理
す
る
器
具
、
支
援
物
資
を
満
載
し
て
2

交
替
不
眠
で
約
n
時
間
か
け
て
運
転
し
て

い
き
ま
し
た
。
西
宮
に
着
く
ま
で
は
そ
れ

ほ
ど
被
害
は
ひ
ど
く
な
く
、
近
づ
く
に
つ

れ
て
瓦
が
落
ち
、
家
が
倒
壊
、
電
柱
が
家

に
倒
れ
半
壊
し
て
い
る
住
宅
が
多
く
な
り
、

直
下
型
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
間
近
に
感
じ

ま
し
た
。

　
午
前
8
時
半
頃
、
西
宮
市
役
所
に
着
き
、

西
宮
総
合
体
育
館
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

う
ど
ん
約
7
0
0
食
を
提
供
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
被
災
者
の
皆
様

の
協
力
で
テ
ン
ト
を
撤
収
し
、
全
て
終
了

す
る
の
に
約
3
時
間
で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
被
災
者
に
も
、

仲
間
の
た
め
に
何
か
し
て
あ
げ
た
い
と
思

う
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
う
ど
ん

を
喜
ん
で
食
べ
る
姿
を
見
て
、
こ
れ
だ
け

多
く
の
人
に
喜
ば
れ
、
感
謝
さ
れ
る
の
が

こ
れ
程
う
れ
し
く
感
じ
た
事
は
な
く
、
無

理
し
て
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
神
戸
市
役
所
で
残
り
の
約
3
0

0
食
の
う
ど
ん
に
見
合
っ
た
人
数
の
避
難

所
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
灘
区
の
原
田
中

学
校
に
向
か
い
ま
し
た
。
途
中
3
階
、
4

階
部
分
が
ぺ
っ
し
ゃ
ん
こ
に
潰
れ
て
い
る

ビ
ル
や
、
倒
壊
し
た
家
、
ビ
ル
が
道
路
に

転
ん
で
二
車
線
を
ふ
さ
ぎ
、
パ
ト
カ
ー
、

救
急
車
、
自
衛
隊
な
ど
が
引
っ
切
り
な
し

に
走
る
中
を
通
り
、
原
田
中
学
校
に
着
き

ま
し
た
。
既
に
夕
食
（
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル

と
お
に
ぎ
り
）
が
終
わ
っ
て
い
た
た
め
、

「
食
べ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
全
部
食
べ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

6



雪
ま
つ
り
で
も

　
　
　
　
被
災
者
を
応
援
し
ま
す

　
2
月
1
7
日
㈹
～
1
9
日
㈲
に
開
催
さ
れ
る
「
第
4
6
回
十
日
町
雪
ま
つ

り
で
も
、
各
ひ
ろ
ば
に
募
金
箱
を
設
置
す
る
な
ど
、
被
災
者
へ
の
支

援
活
動
を
行
い
ま
す
。

十
目
町
雪
ま
つ
り
協
讃

阪
神
大
震
災
お
見
舞
い

　
　
懐
メ
ロ
歌
謡
シ
ョ
ー

　
雪
ま
つ
り
の
最
後
を
飾
る
行
事
と
し

て
、
大
勢
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
、

十
日
町
懐
メ
ロ
愛
好
会
主
催
の
懐
メ
ロ

歌
謡
シ
ョ
ー
。
今
年
で
2
2
年
目
を
迎
え

ま
す
。
今
年
は
、
司
会
か
ら
出
演
ま
で

す
べ
て
会
員
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
雪
ま
つ
り
の
各
ひ
ろ
ば
、
各
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
者
や
お
手
伝
い
を

い
た
だ
け
る
人
な
ど
を
募
っ
て
い
ま
す
。

先
着
5
人
で
す
．

　
ま
た
、
毎
年
皆
さ
ん
か
ら
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
い
た
だ
い
た
浄
財
は
、

市
内
の
福
祉
関
係
施
設
に
寄
付
を
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
は
、
阪
神
大

震
災
の
お
見
舞
に
し
ま
す
。

■
と
　
き
　
2
月
1
9
日
㈲
午
後
6
時
～

　
　
　
　
　
　
（
開
場
”
5
時
3
0
分
）

ロ　ド　ド　し

出演入と
　　場こ
演奏料ろ

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

無
　
料

十
日
町
ユ
ニ
オ
ン
ポ
ッ
プ
ス

十
日
町
舞
踊
協
会
、
十
日

町
懐
メ
ロ
愛
好
会
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町

懐
メ
ロ
愛
好
会
・
中
島
（
智
5
7
1
8

3
0
4
）
へ
．

十
日
町
雪
ま
つ
り
協
讃

阪
神
大
震
災
義
援

　
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

　
十
日
町
市
消
費
者
協
会
、
パ
ワ
フ
ル

マ
マ
の
会
、
あ
・
ん
の
会
、
な
か
ま
の

家
、
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
で
組
織
す
る
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
代
表
太

田
祐
子
）
で
は
、
阪
神
大
震
災
義
援
リ

サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
義
援
金
な
ど
に
協
力
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
が
、
不
用
品
の
還
元
で
協
力
で

き
る
人
は
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
不
用
晶
の
受
付
＆

　
　
な
か
ま
の
家
の
製
晶
展
示
販
売
〉

■
と
　
き
　
2
月
1
3
日
㈲
～
1
9
日
㈲
午

　
前
1
0
時
～
午
後
6
時
3
0
分
（
た
だ
し
、

　
1
9
日
は
午
後
4
時
3
0
分
ま
で
）

■
と
こ
ろ
　
ラ
イ
オ
ン
堂
十
日
町
店
内

　
特
設
コ
ー
ナ
i

■
提
供
し
て
い
た
だ
く
物
品
、
一
般
常

　
識
的
に
使
用
に
た
え
る
（
損
傷
の
程

度
、
衛
生
面
等
）
日
常
品
。

■
そ
の
他
　
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
物

品
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
が
、
販
売
換
金
し
、
日
本
赤
十
字
社

を
通
し
て
、
被
災
地
に
送
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
売
れ
残
っ
た
物
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
今
後

　
の
活
動
の
中
で
、
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
．

〈
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
〉

■
と
　
き
　
2
月
1
7
日
働
～
1
9
日
㈲
午

前
1
0
時
～
午
後
7
時
（
た
だ
し
、
1
9

　
日
は
午
後
5
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ
　
ラ
イ
オ
ン
堂
十
日
町
店
内

特
設
コ
ー
ナ
L

■
そ
の
他
　
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
充
実

　
さ
せ
て
い
く
う
え
で
の
、
ア
イ
デ
ィ

　
ア
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
寄
せ
く
だ
さ

　
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
な
か
ま
の
家
ア
ク
ト

　
（
暦
68
1
4
6
0
7
）
へ
。

第菊回艦團町嚢ま翁吟
　　　　開催鷹あたっ羅
第妬回十圓町雪維珊実行委員饗㌶

　　　萎黛長恭田歎鑑郎

　第媚圃帯日町露叢惣爆開催縷向

け護．霧灘翻案荷i委藁套懸囎心

霞懸鷺謎礁備蓬進め饗》灘輩。

　さ護．思康翻かぽな鱒匿阪神羨

震災劃鷹よ壌多叢の難雌亡翼な鰍、

護羅i罐対膿、i縮驚のi皆惑轟灘稀濫

嚢購救援⑳譲を慈蔭の織鷲麟羅懸

き諜臓謹、感謝懇申じ艶げ諜す。

　灘の爽震災に糞験．雪蒙籔騨護

対じ饗、様穣嶽謬意見・灘提欝響

》蟻きだ鱒羅縢蒙輩．諜驚、雪諜類
　　　　　　　　　　さくゑう爆の墜止など様繕な憶測難錯綜じ

縫聴議す。じ懸膨、辛圏騨欝叢漁

嚇は、露を寛服毬、叢羅の手鐙欝

滋懸き薩独薗⑳文羅活動鐙す。i現

潅ぽ、全園懸癒観光i欝を集め巻太

灘綴総灘欝灘な細誕縢謙す畿雲

讃纏潮蒼購轟態驚場奮、お騨饗騰

な愚県附難のお欝様攣鎌行代理漉

の入羅ちな濫鷹．多犬燦載迷惑嚢

か醗蕎蓬灘護な懸蒙すの欝、第菊

圃雪讃噸脚ま行鱒蒙塗。蓬だ．地

震権蒙嚇被災餐親羅霧⑳護蕊を総

登的羅考菱、欝ま麹壌集行委鐵i会

灘膨饗1熱鑓謄一叢馨薦総甦輩鶏な

ど次の諜灘護雪まつ慰轡開催す葛

護遷畿礫諜蔭雌。

　甫驚爾轡欝滋の謬理解灘馨協謁

懇灘願縢晦膿盤醗蒙鷹。

①2月辮国㈹予鑑の灘瞬一欝催申

　雄滋ま誰。

②塗願8團繊開催響定の霧毒勇一
　髭灘ルぽ．・舞台演出毒必要限痩

　の花i火打掲鑑iば邊陰罰蕩

③雪ま類懸開繹期間中．餐雛嚇ば

　に募金箱を設薫膨．義援金蕊監

　驚被災難に送鱗細鑑

　
最
初
は
2
5
日
ま
で
の
予
定
で
し
た
が
、

現
地
の
対
応
が
一
日
限
り
に
な
っ
て
し
ま

い
、
予
定
し
て
い
た
物
資
運
搬
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
中
止
し
ま
し
た
。
予
定
変
更
の
た

め
、
夜
1
2
時
過
ぎ
に
大
阪
青
年
会
議
所
O

B
の
丸
大
食
品
㈱
小
森
社
長
様
の
自
宅
に

お
世
話
に
な
り
、
一
晩
ぐ
っ
す
り
眠
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
商
工
会
議
所
に
待
機
し
て
連
絡

を
取
っ
て
く
れ
た
J
C
メ
ン
バ
ー
と
深
夜

に
お
邪
魔
し
て
も
気
持
ち
良
く
迎
え
て
く

れ
た
小
森
夫
妻
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
水
炊
き
の
場
面
を
N
H
K
に
全

国
放
送
さ
れ
、
十
日
町
青
年
会
議
所
が
有

名
に
な
り
ま
し
た
が
、
困
っ
て
い
る
人
が

い
れ
ば
助
け
た
い
と
思
う
の
が
人
間
の
心

理
で
す
。
今
回
の
大
惨
事
の
事
を
考
え
、

有
頂
天
に
な
る
事
な
く
今
後
の
活
動
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
感

　
　
砂

藤溝難鑓鵡

力

救
援
物
資
を
登
録
し
て
い
ま
す

　
十
日
町
青
年
会
議
所
で
は
、
被
災
地
に

提
供
出
来
る
救
援
鞠
資
の
登
録
を
し
て
い

ま
す
。
蓬
義
ぽ
、
奎
圏
難
藩
届
け
ら
れ
る

物
資
に
隷
欝
爆
鰹
蒲
巻
癒
め
、
全
国
青
年

会
議
所
懸
提
傑
懸
き
愚
物
資
巻
登
録
し
、

被
災
地
嚢
蔭
の
要
講
薩
よ
壌
搬
送
響
る
も

の
で
す
。

　
提
供
者
は
．
磯
熱
．
蓮
絡
灘
．
提
供
物

資
、
数
量
を
七
麟
購
欝
隼
套
議
疑
に
F
A

X
（
52
1
7
8
3
2
）
熱
電
講
（
5
7
1
5

1
1
1
）
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

7とrお、ガ夢お　平成7年2月10日
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が始まりますの

2月16日㈲～3月15日㈱

　
平
成
6
年
分
の
所
得
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告
の
受
け
付
け
が
、

2
月
1
6
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
3
月
1
5
日
が
申
告
期
限
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

国
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は

　
　
　
　
　
　
　
”
所
得
の
あ
っ
た
人

①
営
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で

　
い
る
人

②
地
代
・
家
賃
・
配
当
な
ど
の
所
得
が

　
あ
っ
た
人

③
給
与
や
年
金
所
得
者
で
、
給
与
や
年

　
金
以
外
の
所
得
の
あ
づ
た
人

④
給
与
所
得
者
で
、
2
か
所
以
上
か
ら

　
給
与
の
支
払
い
を
受
け
た
人

⑤
①
～
④
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
人

　
※
所
得
と
は
「
一
年
間
に
得
た
収
入

　
金
額
」
か
ら
「
そ
の
収
入
を
得
る
た

　
め
に
必
要
な
経
費
」
を
差
し
引
い
た

　
も
の
で
す
．

囮
必
ず
収
支
の
記
帳
を

　
　
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん

　
で
い
る
人
は
、
収
入
金
額
と
必
要
経

　
費
が
所
得
計
算
の
基
本
で
す
。
必
ず

　
記
帳
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

團
所
得
税
の
確
定
申
告
は
税
務
署
へ

　
　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
十
日
町
税

　
務
署
（
高
田
町
3
西
智
5

2
1
3
1
8

　
1
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
の
送
付
を

　
受
け
た
人

■
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
以
外
の

　
所
得
金
額
の
合
計
額
が
2
0
万
円
を
超

　
え
る
人

■
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
と
税
金

　
が
も
ど
る
人
へ
一
般
的
に
は
次
の
①

　
～
⑤
の
人
）

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

　
医
療
費
控
除
…
支
払
っ
た
医
療
費
が

　
所
得
の
5
％
か
1
0
万
円
の
ど
ち
ら
か

　
低
い
方
の
金
額
を
超
え
て
い
る
と
き
。

②
住
宅
を
新
築
・
購
入
し
た
人

　
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
…
自
分
が
住

　
む
家
を
取
得
し
た
り
、
増
改
築
し
た

　
場
合
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い

　
る
と
き
。

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

　
雑
損
控
除
…
そ
の
損
失
額
が
、
所

　
得
の
1
0
％
を
超
え
て
い
る
と
き
。

④
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整

　
を
受
け
な
か
っ
た
人

⑤
平
成
6
年
分
所
得
税
の
特
別
減
税

　
を
受
け
て
い
な
い
人
ま
た
は
精
算

　
が
済
ん
で
い
な
い
人

囚
口
座
振
替
の
利
用
を
’

　
　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納

　
付
や
還
付
は
、
金
融
機
関
の
口
座

　
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

回
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、

　
市
・
県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る

　
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

囹
市
・
県
民
税
の
申
告
書
の
配
布

　
　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」

　
は
、
昨
年
の
申
告
実
績
に
よ
り
市
政

　
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

　
申
告
書
が
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
人
で

　
も
、
前
記
国
（
申
告
を
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
人
）
に
該
当
す
る
人
は
、

　
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
税
務
課
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
（
出

　
張
所
）
に
申
告
書
が
あ
り
ま
す
の
で

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

回
記
載
方
法
の
相
談
は

　
　
左
表
の
日
程
の
と
お
り
申
告
相
談

　
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

　
い
。

◆税務課市民税係（智57－3111内線116・117）

期　擬 蒔　閥 会揚
2月16日（木）

　　～

3月15日㈱

午前9時
　～
午後4時

十日町市役所
※土曜日と日曜
　日は除きます。

2月21日（幻
午前9時

　30分
　～

午後3時

中条地区公民館

2月23日休） 下条地区公民館

2月24日働 水沢地区公民館

2月28日（火》 吉田就業改善センター

回
農
業
者
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い

　
る
人

　
　
農
業
者
年
金
保
険
料
も
社
会
保
険

　
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
支
払

　
金
額
に
つ
い
て
は
、
J
A
十
日
町
市

　
本
所
（
暦
5
7
1
1
5
7
1
）
へ
問
い

　
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
も

国
民
健
康

　
　
　
　
　
控
除
申
告
を

～
「
社
会
保
険
料
納
入
済
額
通
知
書
」

　
　
　
　
　
　
を
利
用
く
だ
さ
い
～

　
昨
年
1
月
か
ら
1
2
月
ま
で
、
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険

料
は
、
全
額
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
2
月
1
0
日
号
の
市
報
と
い
っ
し

ょ
に
配
布
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料
納
入

済
額
通
知
書
」
を
利
用
し
、
忘
れ
ず
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
付
額
の
問
い
合
わ
せ

▼
国
民
年
金
保
険
料
…
市
民
課
年
金
係

　
（
智
内
線
m
・
瀧
）

▼
国
民
健
康
保
険
料
…
税
務
課
管
理
収

　
納
係
（
智
内
線
m
・
m
・
田
）

8



平
成
7
年
度
の
転
作
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
　
　
～
生
産
者
配
分
率
は
1
1
・
5
％
に
引
き
下
げ
～

　
平
成
6
年
度
の
転
作
は
、
農
家
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
1
0

1
・
5
％
の
達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
に
対
し
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
は
、
一
部
で
干
ば
つ
に
よ

り
作
付
不
能
や
品
質
の
低
下
が
発
生
し

た
も
の
の
、
全
国
的
に
は
大
豊
作
と
な

り
ま
し
た
。
米
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
一

年
足
ら
ず
の
間
に
「
不
足
か
ら
過
剰
」

「
価
格
高
騰
か
ら
低
落
」
へ
と
急
変
し

ま
し
た
。

　
昨
年
の
大
豊
作
の
影
響
に
よ
り
、
今

年
が
平
年
な
み
の
作
柄
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
秋
に
は
適
正
水
準
を
上
回
る
余

剰
米
が
出
る
こ
と
が
確
実
で
す
。

　
こ
の
た
め
国
は
米
価
の
維
持
を
図
る

た
め
「
平
成
6
年
度
と
7
年
度
の
転
作

目
標
面
積
を
6
0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
据
え

置
く
」
と
の
当
初
方
針
を
取
り
な
が
ら

も
、
緊
急
調
整
分
と
し
て
全
国
で
8
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
追
加
転
作
に
取
り
組
む

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は

　
　
　
　
な

新
し
く
「
調
整
水
田
」
が
、
転
作
の
方

法
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
十
日
町
市
に
は
県
か
ら
合
計
で
3
0

8
・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
配
分
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
対
比
で
約
2
2
・

6
％
の
増
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
十
日
町
市
で
は
、
昨
年
ま
で

の
実
績
（
改
廃
面
積
等
）
や
平
成
7
年

度
の
土
地
改
良
通
年
施
行
な
ど
か
ら
、

農
家
の
皆
さ
ん
へ
の
配
分
は
、
昨
年
よ

り
ー
％
低
い
1
1
・
5
％
で
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
三
月
上
旬
に
農
事
連
絡
員
さ

ん
を
通
じ
て
、
転
作
目
標
面
積
の
配
分

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
業
振
興
係

　
（
智
5
7
－
3
1
1
1
内
線
識
）
へ
。

訓
整
水
田
」
の
要
劉
　
一

①
水
田
を
維
持
す
る
た
め
適
切
な
水

　
張
り
及
び
除
草
が
行
わ
れ
て
い
る

　
こ
と
。

②
平
成
6
年
度
に
保
全
管
理
及
び
保

　
全
管
理
カ
ウ
ン
ト
で
使
わ
れ
た
水

　
田
で
な
い
こ
と
。

・
③
助
成
額
は
7
千
円
／
1
0
a

穫

（単位二ha、袋）■十日町市への目標等配分内訳

転維圏

標薦積
叢糠灘積

團標等
面i穫謙

鞭翻遙灘耀賑繭譲

瞬維耀途衆 懸
．
瀦鶏 懸　叢 謙

鞭燐騒薙麓 258．56 42．01 49．74 308．3 6，406 428 6，834

罐成㊨欝騰 251．43 72．79 一
251．43 10，742 1，075 11，817

灘　繭　難　雄 十7．13 △30．78 一 十56．87 △4，336 △　647 △4，983

第
1
回
Y
E
生
派
遣
英
語
弁
論
大
会

　
～
初
代
派
遣
生
は
登
坂
さ
ん
に
決
ま
る
～

　
第
1
回
Y
E
生
派
遣
英
語
弁
論
大
会

が
2
月
5
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
十

日
町
商
工
会
議
所
で
開
か
れ
、
1
1
人
の

高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
十
日
町
、
川
西
に
い
が
た
、
松
代
、

十
日
町
平
成
、
松
之
山
、
中
里
に
い
が

た
の
6
つ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
共

同
で
開
い
た
も
の
。

　
参
加
者
は
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ

と
を
英
語
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。
最
優

秀
賞
に
登
坂
良
紀
さ
ん
（
十
日
町
高
・

3
年
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
優
秀
賞
は

羽
鳥
恵
美
さ
ん
（
十
日
町
高
・
3
年
）

と
小
泉
寛
子
さ
ん
（
十
日
町
高
・
2
年
）
。

　
登
坂
さ
ん
は
Y
E
（
青
少
年
交
流
）

．
生
と
し
て
、
海
外
へ
派
遣
さ
れ
ま
す
。

　
欄
馨

欄
．
．
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

ウ
継津

鱒ゼ　き　露趨蹄離餅審後4時・轍祝賀会1β蒔一）

購叢蓬癒　鍵鰐醗◎購祝賀会費3，00◎陶　嗣閥鞭
含湘避　撚套教奪課1公斑館審館内饗5簿編O難）薮。

十
日
町
剣
友
会
寒
稻
古

　
～
寒
い
時
期
に
身
心
の
鍛
練
～

　
十
日
町
剣
友
会
（
会
長
関
口
文
二
郎
）

日
㈱
～
2
3
日
㈲
、
十
日
町
市
武
道
館
を

会
場
に
行
い
ま
し
た
。
寒
稽
古
で
正
し

団
優
秀
選
手
8
人
、
6
年
度
年
間
皆
勤

賞
4
人
、
6
年
度
精
勤
賞
6
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
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やま　みち　　の　　かい

「山路野会』
（代表＝根津芳雄）

市民ハイキングで飯綱山へ

　「山路野会」は、昭和37年に結成された、市内でも

古い登山愛好会です。結成当時は、男女あわせて150人

の会員がいたこともあります。しかし、趣味の多様化

などにより、現在の会員は男性だけの14人になってい

ます。会の自慢は、結成以降現在まで無事故でいるこ

とです。会員同士で結婚した人も大勢いるんですよ。

発会当時は、集中登山（目標とする山を決め、何日

中林銃太郎さん宅での新年会

の何時に頂上で落ち合うことにして、色々なコースか
　　　　　とりかぶとら登山すること）で鳥甲山によく登りました。会員の

中には、沢登りの得意な人、尾根登りが得意な人など、

それぞれ得意とする登り方があったので、集中登山が

多かったんですね。1970年には、県内で初の試みとし
　　　　　にいたかて注目された台湾の新高山（現在0玉山）を制覇。1972

年には、南アメリカのペルーアンデスに遠征、体育協

会から特別表彰も受けました。現在会で行うのは、毎

年春と秋に行う「市民ハイキング」です。また、山登

りが得意なことから、山菜採りの遭難救助に駆り出さ

れることもあります。

　　　　　　　　　　　　　かれぞ会では、昭和46年に軽沢の民家を買い取り、「加連添
うこや
宇小屋」と名付けて会の心のよりどころにしています。

来年の今ごろは、「アフリカのキリマンジャロを目指す」

と意気盛んです。自然が好き、歩くことで健康管理を

したいと思っている中・高年の皆さん、入会しません

か。もちろん、若い人も大歓迎です。問い合わせは根

津芳雄（智57－8643）・小野塚源蔵（盈52－2402）へ。

　
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
が
た
っ
ぷ
り
と
入

っ
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
な
一
品
で

す
。
梅
干
し
の
数
を
増
や
す
と
色
も
鮮

や
か
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
温
か
い
ご

飯
に
チ
ー
ズ
が
溶
け
て
、
チ
ー
ズ
が
気

に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
わ
が
家
で
は
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、

喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
て
い
る
一
品
で
す
。

〈
作
り
方
〉

①
米
は
洗
っ
て
ざ
る
に
上
げ
、

　
同
量
の
水
に
だ
し
昆
布
を

　
加
え
て
炊
き
上
げ
、
合
わ

　
せ
酢
を
打
っ
て
、
す
し
飯

　
を
作
る
．

②
梅
干
し
は
種
を
除
い
て
、

　
粗
み
じ
ん
に
切
る
。

③
チ
ー
ズ
は
細
か
く
切
る
。

村山秀子さん
（為永・46歳費55－2114）

④
青
じ
そ
の
葉
は
細
か
く
千
切
り
に
し
、

　
水
に
さ
ら
し
た
後
、
よ
く
水
を
切
っ

　
て
お
く
。

⑤
ご
ま
は
、
か
お
り
を
良
く
す
る
た
め

　
に
、
包
丁
で
き
ざ
む
。

⑥
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
は
、
サ
ァ
ッ
と
湯

　
通
し
す
る
．

⑦
す
し
飯
に
青
じ
そ
以
外
を
混
ぜ
合
わ

　
せ
、
皿
に
盛
っ
て
青
じ
そ
を
散
ら
す
。

〈材料〉　4人分

米…2カップ

だし昆布…10cm

梅干し…大2個
ちりめんじゃこ…809

白ごま…大さじ2

ブロセスチーズ…459

青じその葉…10枚

※合わせ酢（酢…50謡、砂糖

…大さじ2、塩…小さじ％）

や
ま
な
会
（
＋
日
町
市
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会
）

◎
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β

①慈光保育園

　
　
　
蓄
譲

　
　
　
ー
簾

　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

灘
懸
難

　
　
“
総
　
羅

鞭
羅
轄

湘
　
．

　　　　　　　　　　あきら

徳永　　聡くん
　　　　　　（6歳）

　雪だるまをつくったよ。毛糸の

ぼうしをつけたんだ。でも、すぐ

にとけちゃって残念だったな。

　　はる　か
南雲春香ちゃん
　　（6歳）

　
　
　
　
　
　
　
灘
．

．
醐
鍵
職
謹
瀟
灘

．
闘
齢
　
ー
墨
　

　
　
　
　
　
　
箋
　
　
　
　
　
灘
，

　
　
　
　
磯
灘
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
甜

　
　
　
　
ゑ

　
き難
戴
覇

　
欝
－
－
瀬
『
、
叢
欝
譲
ー
襲

　まいこちゃんとおっきな雪だる

まをつくったよ。私は雪が大好き

なの。スキーもできるよ。

　
　
　
、
争
謝

鰯
ス
轟

ン
話

イポ
、
臓
働

Isthereanythinglcando？
何かできることはありますか

　阪神地区の地震の様子を見るたび思い浮かんだ言葉

が、今月のテーマです。

灘：轍緬¢灘繍縫⑧擁①瀦麟翻翻顧麟e訓鋪¢e鱈
　　　籔②輔隔鷹纏鯉繍鍵e．1蚕．禰癖の友達瀞鑛電譜

　　　が灘雛癒、惣護雛で辮灘潅鍛隷雛瀞必要だ叢鱒

　　　萎ん懸灘

粟艦③ls繍e陶隷続覇籟騰纏麟鐵o驚　1私に伺勤で藩

　　　る謹蓬撚あ懸諜奮翻

巖：④騰o繭掬馳繍e．⑤覇轟畝s鮒騨a．（爽
　　　爽炎驚蜜．灘㌫配あ㈱縫う謬塾縁翻

　①は「たった今電話をしてきた」という意味の“just”。

　　　　　　　　　　　　　　　　②は発音に要注意です。“ヴォランティーア”のように、

イの音を強く発音してください。最初のvはブではな

く、ヴ、つまり、上の前歯が下唇の内側にあたるよう

な音です。③は、困っている人に対して何かしてあげ

たい時、ぜひ使ってほしい表現です。“anythingI　can

do”の部分を強めに、文末は上げて発音してみてくだ

さい。③の申し出に対しては、④のように丁寧に返事
をするといいですね。④の表現は、ほかにも、「今は良

くない状況だが、きっと良い方向へ向かいますよ」と

いうニュアンスもあります。⑤は、感謝を表わすthanks

に「いずれにしても」を表わすanywayが付いていま
す。つまり、何かしてくれなくても、申し出に対し感

謝するということになります。皆さんも、「何か役に立

ちたい」という気持ちを、ぜひ伝えてみてください。

曽
根

②
㌧
璽
ト
シ

　
生
ま
れ
は
下
条
の
二
子
。
学
校
か
ら

　
　
　
　
　
　
あ
ぜ

上
が
っ
て
来
る
と
、
畔
切
り
し
た
り
「
じ

ょ
り
ん
」
で
田
の
く
ろ
を
か
き
落
と
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
父
親
が
、
も
っ

と
勉
強
を
習
い
た
い
と
い
う
近
所
の
子

供
た
ち
に
、
作
文
、
玉
算
、
外
史
（
漢

文
）
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う

背
景
が
あ
っ
た
せ
い
か
、
女
っ
子
の
教

育
に
も
理
解
が
あ
っ
て
、
二
子
で
は
女

っ
子
じ
ゃ
た
っ
た
一
人
だ
け
、
高
等
科

へ
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
て
。

　
高
等
科
卒
業
後
、
柏
崎
の
産
婆
学
校

へ
入
っ
て
、
産
婆
の
免
許
を
取
っ
た
ん

で
す
て
。
十
六
歳
の
と
き
で
し
た
。
検

定
試
験
に
も
幸
い
一
回
で
合
格
し
て
、

学
校
を
卒
業
さ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

顛

　
　
さ
ん

　
　
（
池
谷
・
84
歳
）

柏
崎
で
3
年
看
護
婦
を
し
た
後
、
長
岡

の
医
院
で
看
護
婦
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
ち

　
こ
こ
ん
家
に
は
、
二
十
四
歳
で
嫁
に

来
ま
し
た
。
来
て
す
ぐ
に
「
カ
リ
エ
ス
」

と
い
う
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
、

そ
の
当
時
は
大
抵
治
ら
ね
え
と
い
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
　
　
し
ょ

て
い
た
ん
だ
て
。
だ
け
ど
も
家
ん
衆
が

協
力
し
て
病
院
に
か
か
ら
し
て
く
れ
て

治
り
ま
し
た
て
．

　
連
れ
合
い
が
三
年
前
に
亡
く
な
っ
て
、

さ
み
し
い
で
す
て
。
今
は
寒
い
ん
だ
ん

が
、
こ
た
つ
ん
中
で
新
聞
を
読
ん
だ
り
、

俳
句
を
書
い
た
り
し
て
い
ら
ん
で
す
て
。

俳
句
は
、
人
か
ら
習
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
た
だ
思
っ
た
こ
と
や
考
え
た
ま

ん
ま
を
、
指
を
折
っ
て
数
え
て
五
・
七
・

五
に
あ
て
は
め
た
ば
っ
か
な
ん
で
す
て
。

じ
ょ
う
ず
じ
ゃ
ね
え
や
ん
だ
ど
も
、
一

昨
年
親
類
衆
が
、
記
念
に
て
ん
で
、
本

に
ま
と
め
て
ぐ
い
た
ん
で
す
て
。

　
暖
か
く
な
っ
た
ら
、
ま
た
畑
に
行
っ

て
草
取
り
し
た
り
、
裁
縫
し
た
り
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
早
く
春
が
来
ね

で
す
か
の
。
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膠
灘
　
塗
直

圏
定
資
産
課
税
台
嬢
の

縦
覧
期
間
は
轟
月
箏
霧

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、
本

来
は
3
月
で
す
。
し
か
し
、
平
成
7
年

度
税
制
改
正
見
込
み
の
地
方
税
法
の
一

部
改
正
法
の
可
決
成
立
が
未
確
定
の
た

め
、
県
の
指
導
に
よ
っ
て
今
年
度
の
縦

覧
期
間
は
、
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
る

予
定
で
す
．

■
縦
覧
期
間
　
4
月
5
日
㈱
～
2
4
日
㈲

　
ま
で
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除

　
く
）
の
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

　
1
5
分

■
縦
覧
場
所
　
市
役
所
税
務
課

■
縦
覧
事
項
　
平
成
7
年
度
分
と
し
て

　
価
格
が
決
定
さ
れ
た
土
地
、
家
屋
、

　
償
却
資
産
．

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
係

　
　
（
盈
内
線
m
・
m
）
へ
。

璽
篠
麓
・
指
鍾
重

濟
害
の
相
談

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
．

一
と
　
き
　
2
月
1
7
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
費
5
7

　
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
智
内
線
M
・
毘
）
へ
。

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
2
月
21
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当
　
須
賀
医
師
（
中
条
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

補
聴
器
相
談
会

一
と
　
き
　
2
月
2
7
日
㈲
午
前
1
0
時

　
～
午
後
3
時

■
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
事
務
所
援

　
護
係
（
智
内
線
瀧
）
へ
。

U
撚
響
業
濃
－
製
薔

　
総
合
体
育
館
（
智
5
2
1
4
3
7
7
）

7
年
度
繭
期
τ
月
蚤
難
騒

　
学
校
体
鳶
施
設
を

　
　
　
　
　
　
　
開
放
し
ま
す

　
小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
を
、
学
校

教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
開
放
し

ま
す
。

■
小
学
校
　
十
日
町
、
東
、
西
、
赤
倉
、

　
中
条
、
飛
渡
第
一
、
飛
渡
第
二
、
川

　
治
、
六
箇
、
八
箇
、
吉
田
、
名
ケ
山
、

　
下
条
、
鐙
島
、
東
下
組
、
水
沢
、
野

　
中
、
馬
場
、
馬
場
小
珠
田
分
校

■
中
学
校
　
十
日
町
、
中
条
、
南
、
吉

　
田
、
下
条
、
水
沢

■
利
用
で
き
る
人
　
市
内
に
在
住
ま
た

　
は
勤
務
す
る
人
が
、
1
0
人
以
上
で
構

成
す
る
責
任
者
が
明
確
な
団
体
。

■
申
し
込
み
　
3
月
4
日
ω
ま
で
に
、

所
定
の
申
込
用
紙
（
総
合
体
育
館
に

あ
り
ま
す
）
に
記
入
の
う
え
、
総
合

体
育
館
へ
．

S
・
A
・
」
（
聡
繰
轟
）
公
誘

墓
礎
ス
キ
ー
技
能
テ
ス
ト

■
と
　
き
　
3
月
1
2
日
㈲

　
　
　
　
受
付
H
午
前
9
時
～

■
と
こ
ろ
　
上
越
国
際
当
間
ス
キ
ー
場

■
検
定
費
用

　
　
　
蟹
検
料
　
　
曇
認
料

　
　
こ
の
ほ
か
、
事
前
講
習
料
2
、
0

　
0
0
円
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他
　
1
級
を
受
検
さ
れ
る
人
は
、

　
2
級
の
合
格
証
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
　
3
月
8
日
㈲
ま
で
に
、

　
十
日
町
市
ス
キ
ー
協
会
（
総
合
体
育

　
館
内
）
、
上
越
国
際
当
間
ス
キ
ー
場

　
（
暦
5
8
i
3
2
9
1
）
、
エ
ビ
ス
ヤ
ス

　
ポ
ー
ツ
㈱
（
盈
5
7
1
2
2
2
0
）
、
サ

　
ン
ス
ポ
ー
ツ
十
日
町
店
（
智
5
7
1
6

　
1
5
4
）
へ
．

冬
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　
　
　
ボ
ー
ル
紹
介
事
業

■
と
　
き
　
2
月
2
7
日
㈲
・
3
月
6
日

鱗蕪一懸

十
日
町
勢
県
大
会
で
大
暴
れ

　
　
　
～
全
国
大
会
へ
34
人
が
出
場
～

　
　
　
　
　
ス
キ
ー
王
国
新
潟
。
特

　
　
　
　
に
十
日
町
市
か
ら
は
毎
年

　
　
　
　
全
国
大
会
で
大
勢
の
選
手

が
大
活
躍
し
、
十
日
町
市
の
名
声
を

全
国
へ
響
か
せ
て
い
ま
す
。
次
に
ご

紹
介
す
る
選
手
34
人
の
皆
さ
ん
は
、

県
大
会
で
大
健
闘
し
、
優
秀
な
成
績

で
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

■
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　
2
月
1
日
㈱
～
3
日
働

　
　
岐
阜
県
鈴
蘭
高
原

［
距
離
］

〈
吉
田
中
〉
斉
木
卓
史
（
3
年
）
水

落
岳
志
（
3
年
）
佐
藤
幸
治
（
3
年
）

馬
場
妙
子
（
3
年
）

〈
十
日
町
中
V
庭
野
環
（
3
年
）

〈
南
中
V
徳
永
郁
美
（
2
年
）

［
ア
ル
ペ
ン
］
　
　
　
　
　
●

〈
吉
田
中
〉
児
玉
春
美
（
2
年
）

■
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　
2
月
5
日
㈲
～
9
日
㈲

　
　
富
山
県
大
山
町

［
距
離
］

〈
十
日
町
高
〉
江
村
文
里
（
3
年
）

庭
野
雄
也
（
3
年
）
上
村
孝
二
（
1

年
）
宮
沢
豊
彦
（
1
年
）
高
橋
明
（
1

年
）
太
田
靖
人
（
1
年
）

〈
十
日
町
実
業
高
〉
佐
藤
政
雄
（
3

年
）
樋
口
隆
行
（
3
年
）
宮
沢
昌
平

（
3
年
）
小
海
武
（
3
年
）
高
橋
孝

裕
（
2
年
）
弓
削
朋
子
（
2
年
）
宮

沢
仲
江
（
3
年
）
岡
本
幸
子
（
1
年
）

中
村
早
苗
（
1
年
）

〈
松
代
高
V
斉
木
裕
志
（
2
年
）

［
ア
ル
ペ
ン
］

〈
十
日
町
高
〉
藤
木
理
江
（
1
年
）

〈
六
日
町
高
〉
西
野
丈
晴
（
3
年
）

■
国
民
体
育
大
会

　
　
　
　
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

　
　
2
月
1
9
日
㈲
～
2
2
日
㈱

　
　
福
島
県
猪
苗
代
町

［
距
離
］

佐
藤
成
展
（
早
稲
田
大
1
年
）
山
田

久
（
十
日
町
消
防
署
）
春
日
守
（
十

日
町
実
業
高
1
年
）
斉
木
裕
志
（
松

代
高
2
年
）
山
内
京
子
（
日
本
体
育
大

4
年
）
庭
野
ひ
ろ
み
（
専
修
大
2
年
）

［
ジ
ャ
ン
プ
］

滝
沢
甲
子
夫
（
十
日
町
中
教
員
）
生

越
永
（
亜
細
亜
大
4
年
）

［
ア
ル
ペ
ン
］

後
藤
伸
昭
（
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

梧
澤
俊
明
（
新
井
高
教
員
）
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㈲
・
3
月
1
3
日
㈲
の
い
ず
れ
も
午
後

　
　
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分

　
■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

　
■
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

　
務
す
る
2
0
歳
以
上
の
女
性
（
男
性
も

　
可
）
で
、
ー
チ
ー
ム
4
人
～
8
人
（
た

　
　
だ
し
個
人
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
）

　
　
で
、
で
き
る
だ
け
3
回
続
け
て
参
加

　
　
で
き
る
人
．

　
■
参
加
費
　
1
人
1
5
0
円
（
保
険
料

　
含
む
）

　
■
申
し
込
み
　
2
月
1
7
日
働
ま
で
に
、

　
総
合
体
育
館
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P

K
A
縫
閣
U
－
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
ク
q
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ス
串
ー
大
禽

■
と
　
き
　
3
月
1
9
日
㈲
集
合
”
午
前

　
8
時
3
0
分
　
ス
タ
ー
ト
H
1
0
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

　
キ
ー
コ
ー
ス

　
　
…
‘
、
　
　
　
　
行
双

　
　
　
　
　
　
y
『
■
「
臼
受
計

　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
累

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ

！を　
　
　
、

認確　
　
　
＼
　
　
嚇
　
　
況

全
　
　
　
，
。
状

　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

安
　
、
・
　
く
　
生

り
止
し
の
窓
全
発

か
停
に
し
ず
安
。

つ
時
実
通
必
で
う

し
一
確
見
、
耳
よ

、
、
を
　
。
は
と
し

は
は
認
い
ろ
目
ま

で
で
確
さ
こ
、
し

切
切
全
だ
と
け
を

踏
踏
安
く
い
開
認

0
　
と
て
悪
を
確

甫　町村 発生傑数 負傷者数 死老灘

磯糊瞬市
平成7年 8（8） 9（9） 0（0）

平成6年 17（17） 25（25） 2（2）

規爾町
津繭購
索羅材

平成7年 3（3） 5（5） 0（0）

平成6年 4（4） 5（5） 0（0）

平成7年 11（11） 14（14） 0（0）
誹
平成6年 21（21） 30（30） 2（2）

■
種
　
目
　
フ
リ
ー
テ
ク
ニ
ッ
ク
走
法

　
①
小
学
3
・
4
年
男
子
・
女
子
3
キ
。

　
②
小
学
5
・
6
年
男
子
・
女
子
5
キ
。

　
③
中
・
高
・
大
学
・
一
般
女
子
5
キ
。

④
中
・
高
・
大
学
・
一
般
男
子
1
0
キ
。

■
参
加
費
　
1
人
1
、
0
0
0
円

■
申
し
込
み
　
2
月
2
4
日
働
ま
で
に
総
合

　
体
育
館
内
大
会
事
務
局
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
庭
野
鉄
雄
（
高
田
町
3

　
西
・
智
5
7
－
9
5
3
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P

T
O
K
A
M
…
A
G
H
轄
“
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ク
q
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
　
　
　
　
ス
キ
ー
大
禽

■
と
　
き
　
3
月
2
1
日
㈹
集
合
u
午
前

　
8
時
3
0
分
　
ス
タ
ー
ト
ロ
ー
0
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

　
キ
ー
コ
ー
ス

■
種
目
ク
ラ
シ
カ
ル
走
法

①
小
学
3
・
4
年
男
子
・
女
子
3
キ
。

②
小
学
5
・
6
年
男
子
・
女
子
5
キ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
③
中
・
高
・
大
学
・
一
般
女
子
5
キ
。

④
中
・
高
・
大
学
・
一
般
男
子
1
0
キ
。

■
参
加
費
　
1
人
1
、
0
0
0
円

■
申
し
込
み
　
2
月
2
4
日
㈲
ま
で
に
総
合

　
体
育
館
内
大
会
事
務
局
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
庭
野
鉄
雄
へ
。

第
葡
回
小
学
生

イ
ン
ド
ア
サ
ツ
カ
ー
大
禽

■
と
　
き
　
2
月
2
6
日
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
3
月
5
日
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
参
加
区
分
　
第
1
部
”
小
学
3
年
生

以
下
、
第
2
部
口
小
学
4
年
生
以
上

6
年
生
以
下

■
参
加
費
　
1
人
2
0
0
円

■
申
し
込
み
　
総
合
体
育
館
ま
た
は
サ
ッ

カ
i
協
会
事
務
局
庭
野
和
浩
（
江
道
・

夜
間
智
5
7
－
8
3
5
7
）
へ
。

第
総
圓
イ
ン
ド
ア

　
　
　
カ
ツ
プ

　　　　　軽トラックが
　　ヨ　’劉　　　　　　　歩行者に衝突
　　鳶
　　　　　1月5日㈲午後5時55分ご
　　　　ろ、新座地内の市道上で、50

歳の男性が、軽トラックを考えながら

運転していたため、対面歩行中の32歳

の女性を発見するのが遅れ衝突。女性

の足等を骨折させる事故が発生しまし
た。歩行者も油断なく行動しましょう。

　
　
サ
ッ
カ
ー
大
翁

■
と
　
き
　
3
月
1
2
日
㈲

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
参
加
区
分
　
中
学
生
の
部
、

高
校
生
以
上
の
部

■
参
加
費
　
ー
チ
ー
ム
2
、
0

　
0
0
円

■
申
し
込
み
　
総
合
体
育
館
ま

た
は
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局

庭
野
和
浩
へ
．

伍
博
物
館
冬
季
特
別
展

高
橋
喜
平
雪
の
造
形
写
真
展

　
　
　
　
雛
鍵
総
籔
灘
蕪
籔
綴
灘
・
懸
籔
欝
・
纒
雛
難

　
降
っ
た
雪
は
、
そ
の
積
り
方
や
動
き
方
で
、
色
々
な
形
を
造
り
ま
す
。

特
に
妻
有
地
方
の
雪
は
、
量
が
多
い
う
え
に
雪
質
の
変
化
が
激
し
い
の

で
な
お
さ
ら
で
す
。
自
然
が
造
る
こ
の
美
し
い
造
形
は
、
雪
国
の
単
調

な
冬
を
彩
る
華
で
も
あ
り
ま
す
。

　
博
物
館
で
は
、
収
蔵
晶
の
中
か
ら
、
雪
ま
つ
り
開
催
に
あ
わ
せ
て
高

橋
喜
平
さ
ん
が
撮
影
し
た
雪
の
造
形
写
真
を
、
展
示
公
開
し
ま
す
。
高

橋
さ
ん
は
、
長
年
十
日
町
林
業
試
験
場
（
現
森
林
総
合
研
究
所
）
に
勤

務
さ
れ
、
雪
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
灘

　　　　　　　謙　　　　　鑓　　蕪

婁

『
か
や
麟
き
民
家
」

　
　
　
　
　
　
写
真
展
H

　
昨
年
好
評
だ
っ
た
、
昔
懐
か
し
い

か
や
ぶ
き

茅
葺
民
家
の
写
真
展
で
す
。
今
年
で

2
回
目
に
な
り
ま
す
。

■
と
　
き
　
2
月
1
7
日
働
～
1
9
日
㈲

■
と
こ
ろ
　
博
物
館

■
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン

　
大
渕
悦
郎
（
下
条
栄
町
）

　
中
町
保
夫
（
為
永
）

■
十
日
町
市
博
物
館

西
本
町
1
・
智
5
7
－
5
5
3
1

■
開
館
時
問

午
前
9
時
～
午
後
5
時

■
入
館
料

高
校
生
以
上
日
2
0
0
円

中
学
生
以
下
”
無
料

雪
ま
つ
り

　
　
　
　
博
物
館
ひ
ろ
ば

　
縄
文
ク
ッ
キ
ー
や
ド
ン
グ
リ
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
の
縄
文
食
を
食
べ
て
み
ま

せ
ん
か
．

■
と
　
き
　
2
月
1
8
日
d
b
午
前
9
時

　
～
午
後
4
時
、
1
9
日
㈲
午
前
9
時

～
午
後
3
時

■
と
こ
ろ
　
博
物
館
前
遺
跡
ひ
ろ
ば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　纏　　　　　　　　　　　　　　　　　　縫　　　　　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　　　　鐵　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　籔　　　　　　　　　璽　　　　　　　　懸　　　　　　騒　　　　　蟹　　　　欝　　蒙羅顯
ブ3とお∬詐3　平成7年2月10日



ヨ
ミ

Il

yα
ふ
る
里
の
歴
史
散
歩
⑮

●
聡
守
り
た
い
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

十
日
町
橋
か
ら
妻
有
大
橋
ま
で
堤

防
の
砂
利
道
を
歩
く
と
、
ブ
ル
ー
に

光
る
小
さ
な
チ
ョ
ウ
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
で
す
。

　
こ
の
チ
ョ
ウ
は
、
北
半
球
全
域
に

分
布
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
、

近
年
急
激
に
減
少
し
て
、
今
で
は
新

潟
ー
福
島
県
か
ら
南
は
富
山
－
静
岡

県
の
本
州
中
部
地
方
で
し
か
見
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た

そ
の
分
布
圏
の
中
で
も
発
生
地
は
ど

ん
ど
ん
清
滅
し
、
数
も
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
が
行
っ
た
一
九
八
三
年
の

調
査
で
は
、
県
内
に
十
か
所
の
発
生

地
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
十
年
後
の

一
九
九
二
年
の
調
査
で
は
、
こ

の
十
日
町
橋
下
流
な
ど
二
か
所

の
新
発
生
地
を
含
め
た
十
二
か

所
の
う
ち
七
か
所
が
失
わ
れ
、

そ
の
後
二
か
所
は
危
い
状
態
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
’
。

健
在
な
の
は
残
る
三
か
所
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は

糸
魚
川
市
の
姫
川
河
口
と
六
日

町
三
国
川
の
下
流
域
と
十
日
町

橋
下
手
の
右
岸
で
、
い
ず
れ
も

堤
外
地
の
川
原
で
す
。

こ
の
チ
ョ
ウ
は
、
集
団
で
生
活
し
、

年
四
回
は
羽
化
す
る
よ
う
で
す
。
幼

虫
は
、
豆
科
植
物
の
コ
マ
ツ
ナ
ギ
の

葉
を
食
べ
て
成
長
し
ま
す
。
幼
虫
の

回
り
に
は
絶
え
ず
ク
ロ
ア
リ
が
集
っ

て
い
ま
す
。
、
こ
れ
は
、
幼
虫
の
分
泌

　
　
　
　
　
　
　
よ
う
か

物
を
食
べ
て
い
る
か
ら
で
、
蠕
化
直

前
の
老
熟
幼
虫
を
ア
リ
の
巣
に
運
び

保
護
す
る
習
性
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

滅
び
そ
う
な
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
の
確

実
な
発
生
地
で
あ
る
十
日
町
橋
下
流

の
自
然
は
、
こ
れ
か
ら
大
切
に
し
て
、

現
状
に
手
を
加
え
る
際
に
は
、
生
息

環
境
を
で
き
る
だ
け
保
全
す
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

左は雄、右は雌、下は発生地です

ホ・櫛

⑮

今月の表紙

　市内に生息するサンショウウオの仲間は、トウホクサンショウウ

オ、クロサンショウウオ、ハコネサンショウウオの3種類です。

　トウホクサンショウウオは、東北地方を中心に分布しています。

十日町市史資料編1には、上越市、当間山、銀山平を結ぶ線が分布

の南限だと書かれてあります。佐渡や粟島にはいません。

　全長9～14cmで長い尾があります。背側は暗褐色で斑点があり、

腹側は灰白色です。4～5月の雪解けの頃、流れのゆるやかな沢や

沼で、スギの葉や石の下などに産卵します。無色透明なひも状の卵

のうには、20～50個の卵が入っています。写真手前側は雄、向こう

側は雌です。雄は雌よりやや黄色っぽく見えます。

　サンショウウオが見られる自然を大切にしたいものです。

　十日町市とコモ市が、友好、親善、

国際平和への貢献を目的に姉妹都市

盟約書に調印したのが、昭和50年2

月27日です。交流は、言語や距離な

どの多くの問題を抱えながらも、今

年で20年続きました。2月27日は、

市の「国際交流記念日」と言っても

いいでしょう。

　絹織物親善使節団が訪問したのを

きっかけに正式交流へと発展し、行

政を核とした人、物、情報の交流が

繰り返された15年間。その後、行政

間交流の限界に直面し、民間での交

流協会が設立され、より充実した交

流へと発展しています。

　20周年の今年、調印当時の初心に

返り、より有意義な交流を子孫に残

せるよう考えましょう。

市の動き
　　　　　（1月末Eヨ現在）

■人ロ　45，742人（前目比＋12）

　　　男22，544人（〃＋10）

　　　女23，201人（〃＋2）

（前月比十3）12，763■世帯数

　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
．
難

　
　
　
編
集
後
記

　
　
♂

□
先
日
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
き
ま
し

た
。
一
泊
二
日
の
食
事
付
き
、
胃
カ
メ
ラ

と
大
腸
カ
メ
ラ
付
き
で
す
。
二
年
前
の
ド

ッ
ク
で
、
先
生
か
ら
「
こ
の
ま
ま
で
は
、

あ
な
た
は
必
ず
成
人
病
に
な
り
ま
す
」
と

断
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
糖
尿
病
境
界
型
、

高
脂
血
症
、
脂
肪
肝
等
々
の
ま
る
で
成
人

病
の
デ
パ
ー
ト
み
た
い
な
体
。
今
回
は
ど

う
だ
ろ
う
か
と
受
け
た
ら
、
「
ま
っ
た
く
問

題
な
い
」
と
の
こ
と
で
、
一
安
心
。

昨
年
禁
煙
し
た
こ
と
な
ど
が
、
い
い
結

果
に
な
っ
た
の
か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

□
も
う
す
ぐ
雪
ま
つ
り
で
す
ね
。
各
職
場

や
各
町
内
、
学
校
で
は
、
お
ま
つ
り
ひ
ろ

ば
や
雪
像
づ
く
り
等
の
最
終
作
業
段
階
に

入
っ
て
忙
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

節
分
・
立
春
を
過
ぎ
た
と
い
っ
て
も
、
ま

だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
か
ぜ
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
㊥

74この紙は再生紙を使っています。


